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静岡県立池新田高等学校
池新田高等学校は 2019 年が創立 100 周年にあたり、記

念事業が計画されています。前身は池新田農学校で、1948

年 4 月県立池新田農学校から県立池新田高等学校に名称が

改められました。校訓は「礼儀」「勤労」「協同」です。

静岡県教育委員会は「県立高 第三次長期計画」で「新構

想校」として池新田高校と横須賀高校の統合を発表しまし

た。御前崎市内唯一の高等学校として地元の中学生の受け

皿となっています。また、卒業生の多くが県内の大学・専

門学校に進むほか地元の企業に就職しています。
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議 長

杉 浦 謙 二
好きな言葉
至誠実行

趣味
スポーツ観戦

私達は、住民の幸せを第一義に考える立
場にあります。そのためには、夏は住民
に日陰をゆずり冬は暖かい日向を住民に
ゆずるといった理念。つまり「夏は日向を
行け、冬は日陰を行け」をモットーに。

副議長
松 下 久 己

好きな言葉
健康に勝る宝なし

趣味
ゴルフ、アウトドア

議長を補佐し、副議長の職を全うしてまい
ります。円滑な議会運営に努め、市民の
皆様の身近な議会となるよう取り組んで
まいります。

■市議会平成３０年第１回臨時会で審議した議案等

議案番号 件　　　　　名 概　　　　　　　　　　　　要 審議結果

平成３０年４月２３日に開催された第１回臨時会において、議長、
副議長の選挙が行われ、議長には杉浦謙二氏、副議長には松
下久己氏が当選しました。また、任期満了による常任委員会、議
会運営委員会の委員選任と、これに伴う特別委員会の委員選任
が行われました。

議会臨時会

議案
第 39 号

監査委員の選任につき議会の同意
を求めることについて

監査委員（議会選出）に、増
ます

田
だ

雅
まさ

伸
のぶ

氏（白羽地区）
を選任

全員一致で可決

承認
第 1 号

専決処分の報告及びその承認につ
いて（御前崎市税条例の一部を改
正する条例の制定について）

平成 30 年 4 月からの制度改正に伴い、土地にかか
る固定資産税の負担調整措置等の延長、また給与
所得控除、公的年金等控除の個人所得税の見直し
がされたため、それに伴う関係規定について改正
するもの

全員一致で承認

承認
第 2 号

専決処分の報告及びその承認につ
いて（御前崎市国民健康保険税条
例の一部を改正する条例の制定に
ついて）

平成 30 年 4 月からの制度改正に伴い、低所得者に
対する均等割と平等割の軽減措置の対象が拡大さ
れたため、それに伴う関係規定について改正する
もの

全員一致で承認

発議
第１号

御前崎市議会委員会条例の一部を
改正する条例の制定について

常任委員会委員の任期満了による構成替えにより、
委員定数の変更が必要になったため、総務経済委
員会の定数を８人から７人に、また、文教厚生委
員会の定数を７人から８人に変更するもの

全員一致で可決

発議
第 2 号

御前崎市総合開発計画策定特別委
員会設置に関する決議の一部改正
について

御前崎市総合開発計画策定特別委員会委員の定員
は地区代表９人で構成されていたが、重要課題が
多く議員全員で情報共有を図るため、定員を１５
人全員に変更するもの

全員一致で可決

1回

第
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■市議会 2 月定例会で審議した議案等
議案番号 件　　　　　名 概　　　　　　　　　　　　要 審議結果

2 月定例会を 2 月 20 日から 3 月 23 日までの
32 日間の会期で開会しました。議会定例会

議案
第 1 号

暴力団排除規定の整備に伴う関係
条例の整理に関する条例の制定に
ついて

本市の公の施設等の設置や管理に関する条例に、
御前崎市暴力団排除条例に規定する暴力団及び暴
力団員等による利用及び使用制限の規定を追加し、
関係する 20 条例について、整理条例として制定す
るもの

全員一致で可決

議案
第 2 号

御前崎市職員の特殊勤務手当に関
する条例の一部を改正する条例の
制定について

本年度の人事院勧告に基づき、初任給調整手当が
改正になったことから、「医師特別手当の勤務期間
区分の 35 年以上の月額」について改正するもの

全員一致で可決

議案
第 3 号

御前崎市手数料条例の一部を改正
する条例の制定について

第 3 次地方分権一括法において、平成 30 年 4 月
から居宅介護支援事業所の指定及び更新の申請受
付事務を市が行うこととなったため、「介護保険法
に基づく事業所の指定及び更新に関する申請手数
料」の額について規定するもの

全員一致で可決

議案
第 4 号

御前崎市コミュニティ防災センタ
ー設置及び管理条例の一部を改正
する条例の制定について

女岩コミュニティ防災センターは、指定管理期間
が満了する平成 29 年度をもって女岩区に無償譲渡
するため、本条例に規定する「女岩コミュニティ
防災センター」を削除する改正を行うもの

全員一致で可決

2月

◎委員長　○副委員長

常 任 委 員 会
総務経済委員会

◎大澤博克　○河原﨑惠士　阿南澄男　杉浦謙二　若杉泰彦　松下久己　渥美昌裕
文教厚生委員会

◎阿形　昭　○櫻井　勝　清水澄夫　増田雅伸　大澤　満　水野克尚　齋藤　洋　植田浩之
議 会 運 営 委 員 会

◎阿南澄男　○大澤　満　増田雅伸　若杉泰彦　大澤博克　水野克尚
特 別 委 員 会

一般会計予算決算審査特別委員会
◎若杉泰彦　○阿南澄男

杉浦謙二　清水澄夫　増田雅伸　大澤　満　大澤博克　水野克尚　松下久己
齋藤　洋　阿形　昭　植田浩之　櫻井　勝　渥美昌裕　河原﨑惠士

原子力対策特別委員会
◎大澤　満　○大澤博克

阿南澄男　杉浦謙二　清水澄夫　増田雅伸　若杉泰彦　水野克尚　松下久己
齋藤　洋　阿形　昭　植田浩之　櫻井　勝　渥美昌裕　河原﨑惠士

総合開発計画策定特別委員会
◎水野克尚　○清水澄夫

阿南澄男　杉浦謙二　増田雅伸　大澤　満　若杉泰彦　大澤博克　松下久己
齋藤　洋　阿形　昭　植田浩之　櫻井　勝　渥美昌裕　河原﨑惠士

議会広報特別委員会
◎松下久己　○櫻井　勝　大澤博克　阿形　昭　河原﨑惠士
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議案
第 5 号

御前崎市消防団員等公務災害補償
条例の一部を改正する条例の制定
について

非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める
政令が改正され、本条例に規定する「補償基礎額
において定める扶養親族加算額及び加算区分」に
ついて、改正するもの

全員一致で可決

議案
第 6 号

御前崎市国民健康保険税条例の一
部を改正する条例の制定について

平成 30 年 4 月からの制度改正に伴い、市は県が算
定した国保事業費納付金を納め、給付に必要な費
用は県から交付を受けることになるため、それに
伴う関係規定について改正するもの

賛成多数で可決

議案
第 7 号

御前崎市国民健康保険保険給付等
支払準備基金条例の一部を改正す
る条例の制定について

平成 30 年 4 月からの制度改正に伴い、市は県が算
定した国保事業費納付金を納め、給付に必要な費
用は県から交付を受けることになるため、それに
伴う関係規定について改正するもの

全員一致で可決

議案
第 8 号

御前崎市後期高齢者医療に関する
条例の一部を改正する条例の制定
について

国民健康保険法等の一部改正に伴い、平成 30 年 4
月から、従来の国民健康保険における住所地特例
の適用について、国民健康保険制度から後期高齢
者医療制度に移行したものにおいても適用するた
め改正するもの

全員一致で可決

議案
第 9 号

御前崎市指定居宅介護支援の事業
の人員及び運営の基準等に関する
条例の制定について

居宅介護支援事業所の指定等の権限移譲に伴い、
指定居宅介護支援事業の人員及び運営に関する基
準等に関し、条例で規定する必要が生じたため新
規制定するもの

全員一致で可決

議案
第 10 号

御前崎市介護保険条例の一部を改
正する条例の制定について

御前崎市第 7 期介護保険事業計画において、平成
30 年度から平成 32 年度の第 1 号被保険者の介護
保険料基準月額を 5,500 円に設定したことにより、
各区分に該当する者の保険料を改正するもの

賛成多数で可決

議案
第 11 号

御前崎市病院事業の設置及び管理
に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

平成 30 年 4 月から、「しろわクリニック」にて訪
問リハビリ事業をはじめ、介護老人保健施設の通
所者定員を増加することに伴い、条例を改正する
もの

全員一致で可決

議案
第 12 号

御前崎市消防手数料条例の一部を
改正する条例の制定について

地方公共団体の手数料の標準に関する政令の改正
に伴い、本条例に規定する「危険物製造所等設置
許可及び完成検査前検査並びに保安検査に係る手
数料」の額を改正するもの

全員一致で可決

議案
第 13 号

人権擁護委員候補者の推薦につき
議会の意見を求めることについて

人権擁護委員の候補者に、匂
さぎ

坂
さか

房
ふさ

男
お

氏（合戸地区）
を推薦 

全員一致で可決

議案
第 14 号

権利の放棄について
転出等による住所不明及び死亡による請求先不明
の医療費未収金に係る支払請求権を放棄するもの

（債務者 27 人、金額 1,753,800 円）
全員一致で可決

議案
第 15 号

財産の無償譲渡について
「女岩コミュニティ防災センター」を地域の自主的

な管理に委ねるため、平成 30 年 4 月 1 日より女
岩区町内会へ無償譲渡するもの

全員一致で可決

議案
第 16 号

東遠工業用水道企業団規約の一部
を変更する規約について

東遠工業用水道企業団の事務所が、平成 30 年 4 月
から掛川市役所内に移転するため、規約を変更す
るもの

全員一致で可決

議案番号 件　　　　　名 概　　　　　　　　　　　　要 審議結果
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議案
第 17 号

平成 29 年度御前崎市一般会計予算
の補正（第 5 号）について

各事業確定見込みにより 7 億 3,249 万 4 千円を増
額し、総額を 179 億 9,812 万 9 千円とする補正

全員一致で可決

議案
第 18 号

平成 29 年度御前崎市国民健康保険
特別会計予算の補正（第 2 号）に
ついて

各事業確定見込みにより 2 億 4,026 万 1 千円を減
額し、総額を 42 億 8,743 万 6 千円とする補正

賛成多数で可決

議案
第 19 号

平成 29 年度御前崎市後期高齢者医
療保険特別会計予算の補正（第 1
号）について

事業確定見込みにより 131 万 3 千円を減額し、総
額を 3 億 678 万 7 千円とする補正

全員一致で可決

議案
第 20 号

平成 29 年度御前崎市介護保険特別
会計予算の補正（第 3 号）につい
て

事業確定見込みにより 7,514 万 1 千円を減額し、
総額を 25 億 6,829 万 6 千円とする補正

賛成多数で可決

議案
第 21 号

平成 29 年度御前崎市農業集落排水
事業特別会計予算の補正（第 3 号）
について

事業確定見込みにより 859 万 1 千円を減額し、総
額を 3 億 1,426 万 9 千円とする補正

全員一致で可決

議案
第 22 号

平成 29 年度御前崎市下水道事業特
別会計予算の補正（第 3 号）につい
て

事業確定見込みにより 4,406 万 2 千円を減額し、
総額を 7 億 2,951 万 8 千円とする補正

全員一致で可決

議案
第 23 号

平成 29 年度御前崎市病院事業会計
予算の補正（第 1 号）について

資本的収入の県費補助金を 2 億 9,400 万円増額し、
資本的支出の改良工事費を 2 億 9,400 万円増額す
る補正

全員一致で可決

議案
第 24 号

平成 29 年度御前崎市池新田財産区特
別会計予算の補正（第 2 号）につい
て

諸支出金 1,080 万円を翌年度に繰り越しする補正 全員一致で可決

議案
第 25 号

平成 30 年度御前崎市一般会計予算
について

「美しい自然を次世代へ引き継ぐ安全・安心なまち」
「すべての人が健康で安心して暮らせる支え合うま

ち」等の 6 つの重点施策を推進するため、前年度
比較 7,000 万円減の 170 億 3,000 万円

賛成多数で可決

議案
第 26 号

平成 30 年度御前崎市国民健康保険
特別会計予算について

制度改正に伴い共同事業拠出金等の減額により、
前年度比較 5 億 6,600 万円減の 39 億 3,600 万円

賛成多数で可決

議案
第 27 号

平成 30 年度御前崎市後期高齢者医
療保険特別会計予算について

後期高齢者医療広域連合納付金の増額により、前
年度比較 2,520 万円増の 3 億 3,330 万円

全員一致で可決

議案
第 28 号

平成 30 年度御前崎市介護保険特別
会計予算について

居宅介護サービス費などの増額により、前年度比
較 1 億 5,551 万 3 千円増の 26 億 8,181 万 9 千円

賛成多数で可決

議案
第 29 号

平成 30 年度御前崎市農業集落排水
事業特別会計予算について

公債費の減額により、前年度比較 730 万円減の 3
億 1,510 万円

全員一致で可決

議案
第 30 号

平成 30 年度御前崎市下水道事業特
別会計予算について

建設費等の減額により、前年度比較 3,720 万円減
の 7 億 3,280 万円

全員一致で可決

議案
第 31 号

平成 30 年度御前崎市工業団地建設
事業特別会計予算について

工業団地建設計画がないため、予備費等の計上で
6 万円

賛成多数で可決

議案
第 32 号

平成 30 年度御前崎市水道事業会計
予算について

建設改良費の減額により、前年度比較 117 万 2 千
円減の 12 億 6,114 万 3 千円

全員一致で可決

議案
第 33 号

平成 30 年度御前崎市病院事業会計
予算について

医業費用等の増額により、前年度比較 7,055 万円
増の 61 億 387 万円

全員一致で可決

議案
第 34 号

平成 30 年度御前崎市池新田財産区
特別会計予算について

諸支出金等の増額により、前年度比較 1,100 万円
増の 7,500 万円

賛成多数で可決

議案番号 件　　　　　名 概　　　　　　　　　　　　要 審議結果
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議案番号

議員名（議席順）

案件・結果
（賛成＝○ 反対＝×）

河
原
﨑
惠
士

渥
美
昌
裕

櫻
井　

勝

植
田
浩
之

阿
形　

昭

齋
藤　

洋

松
下
久
己

水
野
克
尚

大
澤
博
克

若
杉
泰
彦

大
澤　

満

増
田
雅
伸

清
水
澄
夫

杉
浦
謙
二

阿
南
澄
男

議案
第 6 号

御前崎市国民健康保険税条例
の一部を改正する条例の制定
について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ × ○ ○

議案
第 10 号

御前崎市介護保険条例の一
部を改正する条例の制定に
ついて

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ × ○ ○

議案
第 18 号

平成 29 年度御前崎市国民健
康保険特別会計予算の補正

（第 2 号）について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ × ○ ○

議案
第 20 号

平成 29 年度御前崎市介護保
険特別会計予算の補正（第 3
号）について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ × ○ ○

議案

第 25 号

平成 30 年度御前崎市一般

会計予算について
可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ※ × × ○

議案

第 26 号

平成 30 年度御前崎市国民

健康保険特別会計予算に

ついて

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ × ○ ○

議案

第 28 号

平成 30 年度御前崎市介護

保険特別会計予算につい

て

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ × ○ ○

議案

第 31 号

平成 30 年度御前崎市工業

団地建設事業特別会計予

算について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ ※ × × ×

議案

第 34 号

平成 30 年度御前崎市池新

田財産区特別会計予算に

ついて

可
決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○

◆賛否が分かれた議案

※議長は採決には加わりません。

議案
第 35 号

平成 30 年度御前崎市池新田西財産
区特別会計予算について

総務費の減額により、前年度比較 2,597 万円減の
2,103 万円

全員一致で可決

議案
第 36 号

平成 30 年度御前崎市佐倉財産区特
別会計予算について

総務費等の減額により、前年度比較 130 万円減の
710 万円

全員一致で可決

議案
第 37 号

平成 30 年度御前崎市比木財産区特
別会計予算について

前年度と同額の 160 万円 全員一致で可決

議案
第 38 号

平成 30 年度御前崎市新野財産区特
別会計予算について

総務費の減額により、前年度比較 1 万円減の 94 万
円

全員一致で可決

同意
第 1 号

御前崎市教育委員会教育長の任命
につき議会の同意を求めることに
ついて

教育長に、河
かわ

原
ら

﨑
さき

全
あきら

氏（朝比奈地区）を任命 全員一致で同意
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答
平
成
20
年
の
建
設
当
時
に
、
10

年
経
過
後
に
女
岩
区
に
譲
渡
す

る
話
が
あ
り
、
今
回
、
指
定
管
理
者
制

度
の
契
約
が
満
了
し
、
県
の
補
助
金
の

枠
も
外
れ
た
た
め
譲
渡
す
る
も
の
で

す
。

【
議
案
第
31
号
に
つ
い
て
】

問
工
業
団
地
特
別
会
計
予
算
が
、

昨
年
と
同
様
の
金
額
で
は
、
や

る
気
が
な
い
と
感
じ
る
が
ど
う
考
え
て

い
る
の
か

答
一
般
会
計
に
調
査
費

２
０
０
万
円
を
計
上
し
、
29

年
度
の
調
査
で
興
味
を
示
し
た
企
業

に
対
し
確
認
調
査
を
実
施
し
、
そ
の

結
果
に
基
づ
き
、
特
別
会
計
の
方
向

清
水
澄
夫

【
議
案
第
6
号
に
つ
い
て
】

問
30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
の

広
域
化
に
よ
り
、
国
保
制
度
は

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。
ま
た
、
市

の
役
割
は
ど
う
な
る
の
か

答
今
ま
で
は
、
市
が
保
険
税
を

徴
収
し
、
給
付
に
必
要
な
費

用
を
直
接
市
が
支
出
し
て
い
ま
し
た
。

30
年
度
か
ら
は
、
徴
収
し
た
国
保
税

な
ど
を
県
に
納
付
金
と
し
て
納
め
、

給
付
に
必
要
な
費
用
は
県
か
ら
市
に

交
付
さ
れ
ま
す
。
市
の
役
割
は
、
今

ま
で
と
同
様
に
、
被
保
険
者
の
資
格

管
理
や
保
険
給
付
、
保
険
税
の
徴
収

な
ど
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

問
県
が
財
政
運
営
の
主
体
と
な
り

県
へ
の
納
付
金
１
０
０
％
が
原

則
と
な
っ
て
い
る
。
被
保
険
者
へ
の
徴

収
強
化
に
な
ら
な
い
か

答
30
年
度
の
保
険
税
率
は
据
置
き

で
、
広
域
化
に
な
っ
て
も
今
ま

で
ど
お
り
制
度
に
そ
っ
た
徴
収
事
務
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
本

会
疑議

総
務
経
済
委
員
会

質
委

員
疑会

【
議
案
第
10
号
に
つ
い
て
】

問
介
護
保
険
料
の
推
移
は
年
々
上

昇
し
、
今
回
の
第
7
期
は
増
額

に
よ
り
5
、
5
０
０
円
と
な
る
。
そ
れ

に
加
え
、
利
用
料
金
、
利
用
者
負
担
も

増
大
し
て
い
る
。
市
は
ど
う
対
応
す
る

の
か答

介
護
給
付
費
用
と
保
険
料
の
伸

び
は
相
関
関
係
に
あ
り
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進

め
、
自
立
支
援
、
介
護
予
防
の
た
め
の

事
業
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
給
付
費
増

額
の
抑
制
と
負
担
の
軽
減
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
3
月
8
日
に
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
質
疑
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
議
案
第
15
号
に
つ
い
て
】

問
女
岩
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン

タ
ー
の
譲
渡
は
、
地
元
か
ら
の

要
望
か

女岩コミュニティ防災センター

市の将来を担う子供達の育成、生涯学習・スポーツを
楽しむ市民への支援、文化の継承・文化財保護のため
に、皆様のご指導を仰ぎつつ、精一杯汗をかく覚悟です。
よろしくお願い申し上げます。

平成30年4月1日より新しく就任した

かわらさき　あきら教育長　河原﨑全
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る
取
り
扱
い
は

答
29
年
度
の
１
期
か
ら
７
期
の
納

期
到
来
分
ま
で
の
収
納
率
が

93
・
8
％
で
、
広
域
化
に
よ
り
、
県
が

策
定
し
た
運
営
方
針
が
収
納
率
92
％
で

す
。
収
納
目
標
を
ク
リ
ア
す
る
よ
う
努

め
ま
す
。

問
合
併
以
降
、
現
在
の
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
数
は

答
２
月
末
で
被
保
険
者
数
は

８
、３
４
１
人
で
す
。
75
歳
到

達
に
よ
り
国
保
制
度
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
移
行
す
る
比
率
が
大
き
い

た
め
、
国
保
の
被
保
険
者
数
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

【
議
案
第
28
号
に
つ
い
て
】

問
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
地

域
の
第
２
層
協
議
体
の
今
後
の

見
通
し
は

答
28
年
度
に
朝
比
奈
地
区
、
29
年

度
に
比
木
、
高
松
地
区
に
第
２

層
協
議
体
が
で
き
ま
し
た
。現
在
、佐
倉
、

白
羽
地
区
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

第
２
層
協
議
体

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
の
高

齢
者
の
生
活
課
題
と
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
そ
の
解
決
策
を
話
し
合
う
場

【
議
案
第
33
号
に
つ
い
て
】

問
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
し
ろ
わ
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
患
者
数
が
増
加
と

な
っ
て
い
る
が
、
ど
こ
の
地
域
か
ら
来

る
の
か
、
ま
た
ど
こ
の
医
療
機
関
か
ら

移
っ
て
き
た
の
か
実
績
は

答
白
羽
、
御
前
崎
地
区
か
ら
が
約

8
割
、旧
浜
岡
地
区
が
約
１
割
、

そ
れ
以
外
が
１
割
程
度
で
す
。
新
規
患

者
が
多
い
で
す
。
ま
た
、
半
数
以
上
が

リ
ハ
ビ
リ
患
者
で
、
御
前
崎
総
合
病
院

に
通
っ
て
い
た
御
前
崎
、
白
羽
地
区
の

方
が
移
っ
て
き
て
増
え
て
い
ま
す
。

家庭医療センターしろわクリニック

平
成
30
年
3
月
9
日
に
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
質
疑
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
議
案
第
23
号
に
つ
い
て
】

問
補
正
予
算
の
医
業
費
用
と
附
帯

事
業
費
用
の
3
０
０
万
円
の
放

射
線
防
護
服
は
同
じ
品
物
か

答
同
じ
品
物
で
す
。医
業
費
用
は
、

療
養
型
病
棟
に
関
す
る
も
の
、

附
帯
事
業
費
用
は
、
老
健
施
設
に
関
す

る
も
の
で
す
。

問
放
射
線
防
護
服
は
何
着
用
意
し

て
あ
る
の
か
。
ま
た
、
１
回
着

れ
ば
処
分
す
る
の
か

答
入
所
者
、
職
員
そ
れ
ぞ
れ
50
人

分
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
服

は
、
汚
染
さ
れ
て
い
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
１
回
着
た
ら
処
分
し
ま
す
。

【
議
案
第
26
号
に
つ
い
て
】

問
国
民
健
康
保
険
が
県
へ
移
管

さ
れ
る
が
、
未
納
額
に
対
す 放射線防護服

文
教
厚
生
委
員
会

性
を
つ
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
興
味
を
示
し
て
い
る
企
業
は
何

社
か

答
県
外
の
企
業
4
社
で
す
。

【
議
案
第
34
号
に
つ
い
て
】

問
池
新
田
財
産
区
特
別
会
計
予
算

の
財
産
貸
付
収
入
は
、
前
年
度

か
ら
7
０
１
万
9
千
円
の
増
額
で
す
。

こ
の
増
額
の
理
由
は

答
具
体
的
な
個
人
名
、
企
業
名

は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
全
体
と
し
て
約
70
件
、
17
万
１
千

㎡
の
貸
付
地
の
積
み
上
げ
金
額
で
す
。

問
高
額
の
賃
貸
料
を
支
払
っ
て
い

る
と
こ
ろ
は
、昨
年
度
何
件
で
、

本
年
度
何
件
か

答
１
０
０
万
円
以
上
の
貸
付
件
数

は
、
29
年
度
、
30
年
度
と
も
9

件
で
す
。
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＊この一般質問は 3 月 5 日に行われたものです。

名 が 登 壇　 市 政 を 問 う８

一般質問

問
交
差
点
の
横
断
歩
道
部
分
で
、

車
道
と
歩
道
の
段
差
が
大
き
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
自
転
車
通
学
の

中
学
生
、
シ
ニ
ア
カ
ー
や
車
い
す
使
用

者
は
不
便
を
感
じ
て
い
ま
す
。
自
転
車

利
用
者
、
そ
し
て
高
齢
者
や
障
が
い
者

の
た
め
に
、
段
差
を
解
消
で
き
な
い
か

答
現
在
、
交
差
点
の
歩
道
段
差
で

は
、
国
土
交
通
省
通
達
に
よ
る

基
準
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
、
視
覚

障
が
い
者
の
安
全
な
通
行
を
考
慮
し
て

２
㎝
を
標
準
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
車
い
す
に
と
っ
て
は
フ
ラ
ッ
ト

が
最
善
で
す
が
、
杖
を
使
う
視
覚
障
が

い
者
は
、
縁
石
の
縁
を
杖
で
確
認
し
な

が
ら
歩
道
と
車
道
の
境
界
を
確
認
す
る

た
め
、
段
差
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

問
御
前
崎
総
合
病
院
の
交
差
点

は
、
段
差
が
あ
る
所
と
な
い
所

が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら

段
差
の
あ
る
・
な
し
が
発
生
す
る
の
か

答
工
事
時
期
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
が
、設
計
は
同
じ
２
㎝
で
す
。

段
差
が
な
い
と
こ
ろ
は
、
20
年
以
上
前

に
工
事
し
た
所
で
、
経
年
劣
化
に
よ
り

現
状
が
変
化
し
た
も
の
で
す
。

問
昨
年
、
御
前
崎
市
で
は
死
亡
事

故
ゼ
ロ
が
７
７
７
日
続
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
快
挙
。
車
道
を
走
る
自

転
車
が
危
な
い
と
感
じ
る
が
、
交
通
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
ど
う
考
え
る
か

答
再
度
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
記
録
を

伸
ば
そ
う
と
皆
で
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
自
転
車
も
車
も
、
危
険
を
予
知
し
な

が
ら
走
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
ま
す
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
も
増
え
て
い
ま
す
の

で
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

一 般 質 問

阿形　昭

交
差
点
の
段
差
に
つ
い
て

・

▼段差なし
段差あり▶
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問
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の

早
期
構
築
と
充
実
に
向
け
、
市

と
し
て
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
」
対

策
を
担
当
す
る
専
門
部
署
を
設
け
、
実

施
体
制
を
強
化
す
る
べ
き
で
は
な
い
か

答
高
齢
者
の
生
活
支
援
の
た
め
の

担
い
手
の
育
成
や
協
議
体
の
設

置
は
、
本
市
に
お
い
て
も
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
。
早
期
に
軌
道
に
乗
せ
、
地

域
に
し
っ
か
り
と
定
着
さ
せ
て
い
く
こ

と
は
、
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
ご
提
案
の
専
門
部
署

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

事
業
の
進
捗
状
況
を
検
証
し
、
専
任
職

員
の
配
置
や
体
制
強
化
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

問
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
早
期
構
築
と
い
う
重
要
課
題

に
取
り
組
む
た
め
の
職
員
配
置
に
つ
い

て
の
考
え
は

答
今
後
、
各
地
区
に
お
け
る
第
２

層
協
議
体
の
発
足
に
向
け
て
、

社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門
知
識
を
持
つ

職
員
を
所
管
課
に
配
置
し
、
地
域
の
活

動
に
対
す
る
支
援
の
充
実
を
図
り
、
事

業
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
の
体
制
を

整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
今
年
の
帆
船
・
ク
ル
ー
ズ
船
の

寄
港
計
画
は

答
秋
口
に
帆
船
「
日
本
丸
」
の
寄

港
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ク

ル
ー
ズ
船
に
つ
い
て
は
、
船
会
社
を
3

月
１
日
・
２
日
に
御
前
崎
市
・
牧
之
原

市
に
招
き
観
光
施
設
を
紹
介
し
宣
伝
に

努
め
て
い
ま
す
。

問
御
前
崎
港
を
宣
伝
す
る
方
法
は

答
例
年
、
県
中
西
部
の
顧
客
確
保

を
目
的
に
浜
松
市
で
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
首
都
圏
や
中
京

圏
で
の
開
催
は
費
用
対
効
果
を
見
極
め

な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

問
新
聞
報
道
さ
れ
た
港
へ
の
土
砂
保

管
施
設
の
設
置
経
緯
と
使
用
目

的
は答

静
岡
県
と
国
土
交
通
省
が
土

砂
の
保
管
場
所
を
御
前
崎
港

に
設
置
す
る
協
定
を
結
ん
だ
も
の
で

す
。
30
年
度
よ
り
、
首
都
圏
の
公
共

工
事
で
発
生
し
た
土
砂
を
海
上
輸
送

し
、
県
西
部
の
防
潮
堤
工
事
現
場
へ

陸
上
輸
送
し
ま
す
。

問 「
御
前
崎
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
記
載
の
、
港
に
停
泊
す

る
船
舶
や
マ
リ
ン
パ
ー
ク
御
前
崎
へ
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
な
ど
の
具

体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
説
明
を

答
燃
料
電
池
給
電
シ
ス
テ
ム
の

事
業
化
が
可
能
か
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
具
体
的
な
調
査
内
容
は

船
舶
の
停
泊
状
況
や
停
止
船
舶
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
な
ど
の
基
礎
調
査
、

燃
料
電
池
に
よ
る
給
電
の
可
能
性
を

検
討
し
ま
す
。

平成 29 年 7 月に寄港した帆船「海王丸」

介護予防教室

第２層協議体認定証
【生活支援コーディネーター】
地域の支え合いを推進するためのリーダーで、
各協議体に配置されます。

一 般 質 問

阿南澄男

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　
構
築
に
つ
い
て

・

一 般 質 問

河原﨑惠士

御
前
崎
の
活
性
化
と
振
興
策
に
つ
い
て

・
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問
浜
岡
原
発
１・２
号
炉
廃
炉
工
事

に
伴
う
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
物
保
管

施
設
と
し
て
テ
ン
ト
小
屋
で
よ
い
の
か

答
昨
年
9
月
の
原
子
力
対
策
特
別

委
員
会
で
、
中
部
電
力
㈱
か
ら

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
物
は
安
全
が
確
認
さ
れ

た
再
生
利
用
可
能
な
物
で
あ
り
、
保
管

方
法
に
つ
い
て
様
々
な
検
討
を
し
て
い

る
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、

市
民
の
不
安
も
少
な
か
ら
ず
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。
今
後
、
１
・
２
号
炉
の

廃
止
措
置
に
伴
い
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
も
発
生
し
ま
す
の
で
、
中
部
電
力

㈱
に
対
し
、
適
正
に
管
理
・
保
管
す
る

よ
う
改
め
て
求
め
て
い
き
ま
す
。

問
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
高
度
化
・

転
換
理
解
促
進
事
業
の
29
年

度
活
用
実
績
及
び
30
年
度
公
募
案
件

は
答

29
年
度
は
、
4
件
の
事
業
を
実

施
致
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
事

業
は
、「
御
前
崎
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
作
成
及
び
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー

し
ろ
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
の
20
㎾
の
太
陽

光
発
電
パ
ネ
ル
と
蓄
電
池
の
設
置
で
す
。

総
額
約
4
、
3
０
０
万
円
の
活
用
と
な

り
ま
し
た
。

30
年
度
公
募
案
件
事
業
の
主
な
も
の

は
、
御
前
崎
総
合
病
院
及
び
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
浜
岡
東
小
学
校
、
御
前

崎
小
学
校
へ
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
と
蓄

電
池
設
置
で
す
。
総
額
約
3
億
２
千
万
円

程
度
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

問
市
長
は
30
年
度
市
の
財
政
に
つ

い
て
市
税
、
地
方
交
付
税
の
減

収
が
見
込
ま
れ
、
大
変
厳
し
い
状
況
で

あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
、
中

部
電
力
㈱
浜
岡
原
子
力
発
電
所
関
連

の
税
収
や
交
付
金
が
入
り
、
長
い
間
、

地
方
交
付
税
の
不
交
付
団
体
で
し
た
。

し
か
し
、
２
０
０
8
年
を
ピ
ー
ク
に
償

却
資
産
税
90
億
円
余
り
の
税
収
は
50
億

円
台
に
と
ど
ま
り
、
今
後
、
さ
ら
に
減

少
し
ま
す
。
近
年
、
こ
れ
を
乗
り
切
る

た
め
に
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
運

営
し
て
い
ま
す
が
、
残
高
も
あ
と
わ
ず

か
と
な
り
財
政
運
営
は
さ
ら
に
大
変
と

な
り
ま
す
。
こ
の
現
状
に
つ
い
て
市
長

の
考
え
は

答
29
年
度
も
30
億
円
ほ
ど
の
財
源

が
不
足
す
る
状
況
で
、
財
政
調

整
基
金
を
取
り
崩
し
て
予
算
を
確
保
し

た
状
況
で
す
。
30
年
度
に
、
少
し
取
り

崩
せ
ば
も
う
、
手
を
つ
け
ら
れ
な
い
状

況
に
な
り
、
地
方
交
付
税
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
歳
入
の
減
少
へ
の
対
応
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
税
収
を
確
保
す

る
の
か

答
国
県
補
助
金
の
積
極
的
な
確

保
、
特
定
目
的
基
金
や
市
債
の

有
効
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
起
債

残
高
に
つ
い
て
は
、
近
隣
市
町
と
比
較

し
て
も
非
常
に
低
い
金
額
で
す
が
、
交

付
税
措
置
の
あ
る
有
利
な
起
債
を
活
用

し
財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
歳
入
が
な
け
れ
ば
歳
出
を
減
ら

す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
当
初
に

支
出
あ
り
き
の
予
算
で
な
く
、
収
入
を

基
本
と
す
る
財
政
計
画
を
立
て
る
べ
き

で
す
。
単
年
度
で
な
く
先
を
見
た
歳
出

の
考
え
方
は

答
物
件
費
、
補
助
費
、
普
通
建
設
事

業
費
の
割
合
が
高
い
の
で
、
事
業

効
果
の
検
証
と
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル

ド
の
徹
底
に
よ
る
経
常
経
費
の
削
減
、
補

助
金
の
廃
止
な
ど
に
よ
る
総
合
的
な
見
直

し
を
行
い
ま
す
。
水
道
事
業
に
お
け
る
収

入
増
、
病
院
事
業
に
お
け
る
経
営
改
善
な

ど
の
公
営
企
業
経
営
の
見
直
し
を
行
い
、

歳
出
の
ス
リ
ム
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

家庭医療センターしろわクリニック設置の太陽光発電パネル

一 般 質 問

齋藤　洋

原
発
廃
炉
工
事
に
つ
い
て

エ
ネ
転
事
業
の
活
用
状
況
に
つ
い
て

・・

一 般 質 問

水野克尚

財
政
に
つ
い
て

・
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問
浜
岡
原
発
内
で
の
人
的
ミ
ス
は

な
ぜ
繰
り
返
さ
れ
る
の
か
。
中

部
電
力
㈱
は
、
起
こ
し
た
事
故
に
「
ご

心
配
を
お
掛
け
し
て
申
し
訳
な
い
、
今

後
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
繰
り
返
さ
な
い

よ
う
気
を
引
き
締
め
る
」
と
述
べ
た
。

何
回
こ
の
言
葉
を
繰
り
返
す
の
か
、
他

人
事
に
し
か
思
え
な
い
。
市
長
は
以
前

「
人
的
ミ
ス
は
大
事
故
に
つ
な
が
る
も
の
、

厳
し
い
対
応
を
す
る
」
と
述
べ
た
。
し

か
し
残
念
な
が
ら
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

市
長
は
、
事
故
に
向
き
合
う
姿
勢
が
甘

す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か

答
昨
年
5
月
、
中
部
電
力
㈱
か
ら

14
件
の
不
適
合
事
象
、
5
件
の

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
不
適
合
事
象
は
、
安
全
上
は
も
ち

ろ
ん
、
信
頼
や
安
心
と
い
う
観
点
に
お

い
て
も
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で

あ
り
、
大
変
遺
憾
に
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
、
人
的
ミ
ス
が
起
き
た
時
に
は
、

中
部
電
力
㈱
に
対
し
、
そ
の
原
因
を
厳

し
く
追
及
し
、
二
度
と
同
じ
事
が
起
き

な
い
よ
う
に
再
発
防
止
の
徹
底
を
申
し

入
れ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
中
部
電
力

㈱
に
対
し
て
、
不
適
合
事
象
と
な
っ
た

一
つ
ひ
と
つ
の
原
因
を
分
析
し
、
徹
底

し
た
再
発
防
止
に
取
り
組
み
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
の
低
減
や
市
民
の
信
頼
回

復
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
く
求
め
て

い
き
ま
す
。

他
会
社
で
起
き
た

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
例

現
場
を
確
認
せ
ず
に
配
管
工
事
を
計
画
し
た
た

め
、
工
事
を
実
施
し
た
時
は
配
管
が
冷
え
て
い
ま

し
た
が
、
運
転
中
に
配
管
が
熱
で
伸
び
て
グ
レ
ー

チ
ン
グ
（
格
子
状
の
フ
タ
）
に
接
触
し
、
ひ
び
割
れ

が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

問
当
初
予
算
で
は
、
財
政
調
整
基

金
20
億
4
千
万
円
余
の
繰
り

入
れ
が
あ
り
、
過
去
3
年
間
の
総
額

45
億
１
、
8
０
０
万
円
に
今
回
の
額
を

加
算
す
る
と
、
65
億
5
、
8
０
０
万
円

に
な
り
ま
す
。
残
高
は
36
億
4
千
万
円

余
と
な
り
、
今
後
多
額
の
財
政
調
整
基

金
を
繰
り
入
れ
て
の
予
算
編
成
は
困
難

で
あ
り
、
31
年
度
以
降
は
起
債
や
事
業

の
見
直
し
を
実
施
し
、
予
算
編
成
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

答
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
歳
出
の

重
点
化
や
効
率
化
を
図
り
、
財

源
不
足
額
の
削
減
に
努
め
ま
し
た
。
歳

入
の
落
ち
込
み
に
よ
り
、
基
金
か
ら
の

繰
入
金
や
市
債
を
除
く
と
30
億
円
余
の

財
源
が
不
足
と
な
り
ま
し
た
。
財
源
不

足
に
つ
い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
や
特

定
目
的
基
金
、
市
債
を
有
効
に
活
用
し

歳
入
を
確
保
し
ま
し
た
。

問
総
合
計
画
の
中
の
実
施
計
画
を

進
め
る
に
は
、
今
後
ど
の
よ
う

な
予
算
編
成
が
予
想
さ
れ
る
か

答
数
年
間
は
30
年
度
並
、
あ
る
い

は
そ
れ
以
上
に
な
り
ま
す
。

問
今
後
、
市
の
税
収
見
通
し
は

答
個
人
・
法
人
・
市
民
税
の
増
額

傾
向
は
こ
こ
数
年
続
く
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。
固
定
資
産
税

は
、
大
規
模
償
却
資
産
税
の
減
少
が
大

き
く
、
こ
の
傾
向
は
続
く
も
の
と
予
測

さ
れ
ま
す
。

問
大
変
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
測

さ
れ
る
が
今
後
は

答
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
大
型
事

業
を
含
め
ま
す
と
相
当
な
財
源

不
足
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
大
型
事
業
に

は
起
債
を
し
、
同
時
に
交
付
金
な
ど
で

対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
起

債
も
相
当
な
額
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
の
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
財
政
指
標

を
立
て
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

一 般 質 問

清水澄夫

原
発
問
題

　
繰
り
返
さ
れ
た
人
的
ミ
ス

　
　（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
）
に
つ
い
て

・

一 般 質 問

杉浦謙二

予
算
編
成
に
つ
い
て

・

「実践 ヒューマンエラー対策 皆で考える現場の安全」参照
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問
市
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
る

お
茶
の
販
路
拡
大
、
消
費
拡
大

を
含
め
た
お
茶
促
進
の
進
捗
状
況
は

答
御
前
崎
茶
の
魅
力
を
広
報
し
、

普
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
緑
茶
文
化
の
薄
い
地
域
に
試

飲
や
販
売
、
売
り
込
み
活
動
を
実
施
し

成
果
も
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
今
後
も
継

続
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
首
都
圏
へ

の
Ｐ
Ｒ
事
業
と
し
て
、
御
前
崎
つ
ゆ

ひ
か
り
を
使
用
し
た
創
作
料
理
や
ス

イ
ー
ツ
な
ど
を
、
首
都
圏
飲
食
店
で
メ

ニ
ュ
ー
の
一
つ
と
し
て
提
供
し
ま
し

た
。
今
後
も
お
茶
に
限
ら
ず
、
市
の
農

畜
水
産
物
の
魅
力
を
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な

ど
も
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
県
内
外

に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

問
耕
作
放
棄
地
が
市
内
に
約

２
０
０
ha
あ
り
、
有
効
活
用
に

向
け
、
荒
廃
農
地
対
策
事
業
補
助
金
な

ど
の
交
付
要
綱
を
策
定
し
ま
し
た
が
、

現
時
点
で
の
対
応
策
は

答
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
や
解

消
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た

め
、
国
や
県
、
市
の
補
助
事
業
を
活
用

し
、
農
地
を
有
効
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
農
地

の
荒
廃
化
を
注
視
し
な
が
ら
農
協
や
農

業
委
員
会
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
御
前
崎
市
は
日
照
時
間
な
ど
、

植
物
工
場
設
置
に
適
切
な
地
域

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
工
場
設
置
に
つ

い
て
は
相
当
な
コ
ス
ト
が
必
要
で
す
。

雇
用
対
策
に
結
び
つ
き
、
御
前
崎
の
ブ

ラ
ン
ド
発
信
に
つ
な
が
る
新
し
い
農
業

振
興
に
着
手
す
る
考
え
は

答
植
物
工
場
は
、
雇
用
対
策
や
御

前
崎
の
ブ
ラ
ン
ド
発
信
に
つ
な

が
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
高

額
な
初
期
投
資
費
用
や
維
持
費
の
問
題

か
ら
、
現
時
点
で
の
申
出
企
業
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
、
植
物
工
場
も
含
め
企

業
誘
致
を
行
っ
て
い
く
中
、
投
資
へ
の

補
助
の
可
能
性
を
見
極
め
、
維
持
費
に

つ
い
て
は
安
価
な
電
気
料
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
3
月
12
日
・
13
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
催
し
、
意
見

を
付
し
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

議
案
第
25
号
「
平
成
30
年
度
御
前
崎
市

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
」

【
総
務
課
】

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク

及
び
ケ
ア
に
つ
い
て
、
適
切
に
実
施
す

る
よ
う
求
め
る
。

【
企
画
政
策
課
】

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
向

け
、
市
職
員
及
び
諸
関
係
団
体
に
お
け

る
女
性
の
登
用
を
強
く
求
め
る
。

【
市
民
課
】

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
向
上
に

つ
い
て
、更
な
る
取
り
組
み
を
求
め
る
。

【
環
境
課
】

白
羽
地
区
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
に

対
し
て
、
徹
底
し
た
臭
気
対
策
を
求
め

る
。 一

般
会
計
予
算
決
算
審
査

特
別
委
員
会 報

委
員

告会

【
福
祉
課
】

生
活
保
護
者
へ
の
就
労
支
援
に
つ
い

て
、
更
な
る
努
力
を
求
め
る
。

【
消
防
総
務
課
】

消
防
署
出
張
所
改
築
事
業
に
つ
い
て

は
、
全
体
事
業
を
精
査
し
費
用
の
削
減

を
求
め
る
。
ま
た
、
緊
急
車
両
の
到
着

時
間
に
つ
い
て
、
現
在
状
況
と
出
張
所

完
成
時
の
比
較
を
地
図
に
記
載
し
て
提

出
す
る
よ
う
求
め
る
。

【
危
機
管
理
課
】

災
害
支
援
物
資
拠
点
施
設
整
備
工
事

に
つ
い
て
、
費
用
対
効
果
の
面
か
ら
疑

義
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
当
委
員
会
へ

再
度
報
告
す
る
よ
う
求
め
る
。

【
農
林
水
産
課
】

荒
廃
農
地
対
策
に
つ
い
て
は
、
補
助

金
な
ど
の
見
直
し
を
検
討
し
積
極
的
な

対
策
を
行
う
よ
う
強
く
求
め
る
。

【
商
工
観
光
課
】

観
光
物
産
会
館
に
つ
い
て
は
、
目

的
に
沿
っ
た
魅
力
あ
る
拠
点
と
な
る

よ
う
速
や
か
に
取
り
組
む
こ
と
を
強

く
求
め
る
。

【
都
市
政
策
課
】

無
電
柱
化
に
つ
い
て
は
、
池
新
田
南

部
線
に
お
い
て
速
や
か
に
実
現
す
る
よ

う
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

【
学
校
教
育
課
】

学
力
状
況
に
つ
い
て
は
、
適
時
の
報

告
を
求
め
る
。

一 般 質 問

松下久己

産
業
振
興
に
お
け
る
農
業
振
興
に
つ
い
て

・
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平
成
30
年
3
月
15
日
に
委
員
会
を
開

催
し
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
最
近
の
ト

ラ
ブ
ル
事
象
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
発
電
所
を
視

察
し
、一
般
廃
棄
物
と
し
て
扱
え
る「
ク

リ
ア
ラ
ン
ス
物
」
の
管
理
状
況
に
つ
い

て
確
認
し
ま
し
た
。

１　

雨
水
侵
入
に
係
る
調
査
対
象
の
抽

出
漏
れ
に
つ
い
て
の
再
調
査
結
果
な
ど

に
つ
い
て

貫
通
部
の
抽
出
漏
れ
に
つ
い
て
再
調

査
し
た
結
果
、
新
た
に
44
ヶ
所
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
雨
水
流
入
の
原
因

と
対
策
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

２　

廃
棄
物
処
理
建
屋
に
お
け
る
放
射

性
物
質
を
含
む
堆
積
物
の
調
査
状
況
に

つ
い
て

現
在
、
堆
積
物
の
発
生
に
関
す
る
調

査
や
現
場
の
配
管
と
図
面
の
相
違
に
関

【
図
書
館
】

図
書
館
は
文
化
芸
術
の
拠
点
で
あ
る

の
で
、
積
極
的
な
事
業
展
開
す
る
よ
う

求
め
る
。

総
合
開
発
計
画
策
定

特
別
委
員
会

原
子
力
対
策

特
別
委
員
会

す
る
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
中
間
報
告

と
し
て
、
平
成
29
年
5
月
に
発
生
し
た

事
象
と
同
じ
流
入
源
で
あ
る
こ
と
、
現

場
施
工
後
の
図
面
反
映
が
で
き
て
い
な

い
可
能
性
な
ど
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

「
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
物
」
の
管
理
状
況
に

つ
い
て

国
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
に
基
づ

き
認
定
を
受
け
た
5
号
機
の
旧
低
圧

タ
ー
ビ
ン
の
軸
と
動
翼
の
保
管
状
況

な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。
現
地
で
は
、

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
物
か
ら
の
放
射
線
に

つ
い
て
の
説
明
や
放
射
線
測
定
を
行

い
、
放
射
線
量
は
、
自
然
放
射
線
と

比
べ
極
め
て
低
い
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
3
月
15
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1　

総
合
計
画
に
お
け
る
実
施
計
画
及

び
財
政
状
況
に
つ
い
て

30
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
3
年

間
の
実
施
計
画
に
基
づ
く
財
政
計
画

見
込
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
厳

し
い
財
政
運
営
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

積
極
的
に
国
県
の
補
助
金
及
び
交
付

金
の
獲
得
に
努
め
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。

旧低圧タービン車軸の放射線測定

第２次御前崎市総合計画　分野別基本目標

2　

白
羽
地
区
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設

の
現
状
に
つ
い
て

２
月
に
起
き
た
白
羽
地
区
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
施
設
の
原
料
漏
出
事
故
の
経
過

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
市
で
は
事
業

者
に
対
し
て
、
再
発
防
止
策
や
悪
臭
対

策
な
ど
の
設
備
の
検
討
、
継
続
し
た
地

元
へ
の
説
明
や
環
境
保
全
協
定
書
の
締

結
を
求
め
る
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

3　

火
葬
場
整
備
に
つ
い
て

火
葬
場
整
備
の
基
本
構
想
が
執
行
部

よ
り
示
さ
れ
ま
し
た
。基
本
構
想
で
は
、

墓
地
は
、既
存
の
栗
ノ
原
霊
園
の
拡
張
、

再
整
備
を
検
討
し
、
候
補
地
は
、
候
補

地
検
討
委
員
会
を
設
置
し
市
内
全
域
を

対
象
と
し
お
お
む
ね
１
年
か
け
て
検
討

し
て
い
く
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

4　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
統
合
整
備
計

画
に
つ
い
て

老
朽
化
し
た
浜
岡
、
御
前
崎
の
両
給

食
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
、
新
給
食
セ
ン

タ
ー
の
整
備
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
回
、
建
設
用
地
、
建
設
費
、
建

設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
ま
し
た
。
6
月
議
会
で
、
計
画
全
体

の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
と
コ
ス
ト
の
削

減
及
び
建
設
費
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説

明
を
求
め
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
　夢
と
希
望
が

あ
ふ
れ
る
ま
ち
　御
前
崎

【くらし環境分野】
美しい自然を次世代へ引き継ぐ安全・安心なまち

【都市基盤分野】
市民協働による居ごこちのよいまち

【健康福祉分野】
すべての人が健康で安心して暮らせる 支え合うまち

【経済産業分野】
働く場所とにぎわいがたくさんあるまち

【教育文化分野】
郷土を愛し 未来を創る 人づくり

【経営管理分野】
市民とともに経営する自律したまち



おまえざき  市議会だより　第 53 号　　2018 年 1.2.3.4 月

15

LED 利用の野菜栽培

Associação de bairro e Prefeitura de Omaezaki Setor do Meio Ambiente  (85-1162)

Neighborhood Association(町内会）

请勿擅自拿走垃圾,资源垃圾(瓶,罐、五金类、塑料瓶等)

被发现时将移交警方处理！
资源垃圾是重要的公共财产,请勿擅自拿走。

RECYCLABLE GARBAGE

Lixo de recursos é propriedade preciosa de todos.
Por favor, não leve sem permissão.

Quando ver pegando e levando,informaremos à polícia!

DO NOT TAKE 

Recyclable garbage (can, grass/PET bottle, metal) is our important property.
Please do not take away without our permission.

禁止私自带走垃圾

É proibido pegar e levar

Omaezaki City Environment Section (☎85-1162)

É proibido pegar e levar o lixo de recurso(garrafa
de vidro, latas, metais, garrafa plástica(PET), etc.

居委会、御前崎市政府环境课(85-1162)

持ち去り禁止
ごみ・資源ごみ（ビン・カン・金物類・ペットボトル等）の持ち去り禁止

見かけた時は警察に通報します！
資源ごみはみんなの大切な財産です。
無断で持ち去らないでください。

町内会・御前崎市役所環境課（85-1162）

WE CALL THE POLICE AS SOON AS WE FINDp p

p p

議会だよりの感想をいただきました

市議会だより第 52 号一般質問「資源ゴミの持ち去りについて」の感想をいただき、
ありがとうございました。市役所での取り組みを紹介します。

・持ち去り行為に対する環境課の取組状況
市内のゴミ集積所からアルミ缶等の資源ゴミが持ち去られる事例が発生していることから環境課

では昨年 4 月から金物の指定日に職員によるパトロールを実施しています。
また、警察や町内会とも連携を図り、予防と取締の両面から対応しています。さらに３０年度は町

内会にご協力いただき、ゴミ集積所に資源ゴミ
持ち去り禁止の掲示物を貼り出すことも予定して
います。

指定日の前日からゴミ集積所へゴミが出されて
いることがありますが、こうしたルール違反もゴミ
の持ち去り行為を助長することになります。

御前崎市からゴミの持ち去り行為をなくすため
にも市民一人ひとりがゴミ出しルールを守り、持
ち去り行為をされない環境をつくりましょう。

○分別してねポスター ○持ち去り禁止ポスター

総
務
経
済
委
員
会

視
察
日　

平
成
30
年
1
月
30
日
（
火
）

視
察
先
及
び
内
容

◎
㈲
新
日
邦
8
０
8
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

（
焼
津
市
）

こ
の
工
場
は
完
全
人
工
光
利
用
型
の
植

物
工
場
で
、
２
０
１
4
年
に
営
業
を
開

始
し
ま
し
た
。
最
先
端
の
技
術
を
使
い

多
段
式
水
耕
栽
培
で
4
種
類
の
レ
タ
ス

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
安
全
、
安
心
に

こ
だ
わ
り
清
浄
度
と
栄
養
価
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

視
察
研
修
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議
会
の
う
ご
き

委員長　若杉泰彦　　副委員長　河原﨑惠士　　委員　渥美昌裕 櫻井 勝 植田浩之
編
議 広 特 委
集
会 報 別 員会

6月定例会の予定
6 月定例会は、6 月 1 日（金）から 6 月 28 日（木）までの
28 日間の会期で開催される予定です。
日程は、変更になる場合がありますので、事前に議会事務局
までお問い合わせください。 

6月 1日（金） 本会議（議案説明）

 13日（水） 本会議（質疑・一般質問）

 14日（木） 本会議（一般質問）

 18日（月） 総務経済委員会

  文教厚生委員会

 19日（火） 一般会計予算決算審査特別委員会

 20日（水） 特別委員会

 28日（木） 本会議（質疑・討論・採決）

議会を傍聴しませんか？
○市議会はどなたでも傍聴することができます。
○耳の聞こえにくい方のためにイヤホン型の補聴支援用機器

があります。
○事前予約は必要ありません。当日、市役所 4 階議会事務局

へお越しください。

◎傍聴に来られない方も市議会の様子をご覧いただ
けます！！

本会議・一般会計予算決算審査特別委員会の内容は、おまえ
ざきケーブルテレビの市民チャンネルのデジタル 121 チャン
ネルで放映されます。放送日については、その都度、音声告
知放送にてお知らせします。

市民の皆様の声をお寄せください
議会だより作成や編集に役立てるため、議会だよりの感想を
お聞かせください。電話・FAX・郵送・E メールで受付します。

◇住所・氏名・電話番号を明記してください。
◇お便りの返却はいたしません。

御前崎市議会
議会広報特別委員会（議会事務局）
〒 437-1692 静岡県御前崎市池新田 5585
TEL（NTT・CATV） : 0537-85-1115 / FAX : 0537-85-1139
E-mail : gikai@city.omaezaki.shizuoka.jp

問
い
合
わ
せ
先

なみまる
左馬助

バージョン

ふうちゃん
祐
ゆ う ち ん に

椿尼
バージョン

1
月 

15
日　

西
部
地
区
市
議
会
議
長
協
議
会

 

17
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

 

22
日　

議
会
全
員
協
議
会

 

　
　
　

一
般
会
計
予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

 

　
　
　

地
方
議
会
議
長
連
絡
協
議
会
第
２
回
政
策
研
修
会

 

25
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

 

26
日　

中
東
遠
地
区
市
議
会
議
長
協
議
会

 

30
日　

総
務
経
済
委
員
会
視
察
研
修

2
月 

１
日　

第
１
５
４
回
静
岡
県
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

 

２
日　

小
笠
老
人
ホ
ー
ム
施
設
組
合
議
会
定
例
会

 

　
　
　

東
遠
工
業
用
水
道
企
業
団
議
会
定
例
会

 

5
日　

東
遠
広
域
施
設
組
合
議
会
定
例
会

 

7
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会
第
81
回
総
会　

 

8
日　

中
東
遠
看
護
専
門
学
校
組
合
議
会
定
例
会

 

13
日　

総
合
開
発
計
画
策
定
特
別
委
員
会

 

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

 

　
　
　

一
般
会
計
予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

 

14
日　

議
会
運
営
委
員
会

 

16
日　

御
前
崎
市
牧
之
原
市
学
校
組
合
議
会
定
例
会

 

19
日　

総
合
開
発
計
画
策
定
特
別
委
員
会

 

　
　
　

東
遠
学
園
組
合
議
会
定
例
会

 

20
日　

２
月
議
会
定
例
会
本
会
議
（
初
日
）

 

23
日　

相
寿
園
管
理
組
合
議
会
定
例
会

 

　
　
　

牧
之
原
市
御
前
崎
市
広
域
施
設
組
合
議
会
定
例
会

3
月 

１
日　

臨
時
議
会
運
営
委
員
会

 

5
日　

２
月
議
会
定
例
会
本
会
議
（
質
疑
・
一
般
質
問
）　

 

　
　
　

臨
時
議
会
運
営
委
員
会

 

8
日　

総
務
経
済
委
員
会

 

9
日　

文
教
厚
生
委
員
会

 

12
日　

一
般
会
計
予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

 

13
日　

一
般
会
計
予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

 

15
日　

総
合
開
発
計
画
策
定
特
別
委
員
会

 

　
　
　

原
子
力
対
策
特
別
委
員
会

 

16
日　

大
井
川
広
域
水
道
企
業
団
運
営
協
議
会

 

19
日　

議
会
運
営
委
員
会

 

20
日　

御
前
崎
市
牧
之
原
市
学
校
組
合
議
会
臨
時
会　

 

23
日　

２
月
議
会
定
例
会
本
会
議
（
最
終
日
）

 

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

 

　
　
　

一
般
会
計
予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

4
月 

10
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

 

16
日　

議
会
全
員
協
議
会

 

　
　
　

一
般
会
計
予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

 

17
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

 
18
日　

防
衛
省
全
国
情
報
施
設
協
議
会
役
員
会

 
19
日　

第
１
０
１
回
東
海
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

 
23
日　

第
１
回
議
会
臨
時
会


